
五輪強化拠点で床剥離 大けが 
6/15(木) 14:03 掲載 . 

味の素トレセンでバレー選手大けが＝床板刺さり 30 針―JSC 
 東京都北区の味の素ナショナルトレーニングセンター（NTC）で今月、日本バレーボー

ル協会が行っていたジュニア選手の強化合宿中に、剥がれた床板が男子選手の右太ももに

刺さって大けがをする事故があった。日本スポーツ振興センター（JSC）が 15 日、発表し

た。選手は約 30 針縫い、全治 1 カ月程度の見込み。五輪選手の強化拠点になっている NTC
でこのような事故はこれまでなかったという。(時事通信)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


